
令和８年度２学期始業式 講話要旨 

 

１ はじめに 

それぞれ、納得がいく夏休みを過ごせただろうか。始業式の後には、この夏、素晴らし

い成果をあげた皆さんの表彰を行う。皆で栄誉を讃えたい。同時に、目に見える形で成果

が表れたかどうかは別として、一人一人が、例えば悔しい思いを乗り越えたり、人の優し

さに気づいたり、成長のきっかけをつかんだりできた夏休みであってくれたらよいと思う。 

 

２ どんどん能力を伸ばせ 

２学期が始まる。節目は大切だ。私は先日、概ねこの２学期中に、つまりは 2026 年中に

自分が達成したいことを書き出してみた。仕事のこともあるが、大半は趣味に関すること

だ。書き出してみて、我ながら結構欲張りだと思った。私は泳いだり、走ったり、タイム

を争う競技を趣味にしている。そのタイムに関わる目標があれこれある。ただし、生涯ベ

ストを目指すことはない。10 年前の自分と比べて、泳ぎも走りも大幅に遅い。60 歳代での

自己ベストを目指すような内容だ。ここが君たちとは違うところだ。私は衰えのスピード

を緩やかにすることに時間と努力を費やしている。それでも衰える。皆さんは、努力する

ことで能力が伸びていく。盛大にどんどん能力を伸ばしてほしい。自分が今年中に達成し

たいことリストを書き出してみてはどうか。 

 

３ いわゆる終戦の日をめぐって 

話せるうちに話しておきたいことを話す。 

８月 15 日は一般に「終戦の日」と言われることが多いが、政府が使う用語としては「戦

没者を追悼し、平和を祈念する日」だ。日本国内では、昭和天皇がラジオ放送で「共同宣

言（ポツダム宣言）に応ずるに至った」と国民に伝えた８月 15 日が戦争終結の区切りの日

であると広く認識されている。他方、日本代表が正式に降伏文書に署名した９月２日に戦

争が終結したとする国もある。区切りの日一つをとっても、国の内外で見方が違う。 

経済専門紙である日本経済新聞を除いて、発行部数上位３位までの総合新聞の８月 15 日

日の社説を読み比べてみた。表題と最初の１文ずつを引用する。 

「 」内が表題 

◇讀賣新聞 

「戦後 81年 大国の『横暴』どう抑え込むか 国連を立て直し秩序回復目指せ」 

戦後の国際社会で、長く秩序の守り手だった米国までもが、「力による支配」に走るようになった。 

◇朝日新聞 

「戦後 81年と日本の平和 理想と現実の接点を求めて」 

ウクライナ、ガザ、そしてイランの各地からがれきの山の映像が伝えられるとき、戦時の日本を連

想する人は少なくなったかもしれない。 

◇毎日新聞 

「世界の惨禍と終戦の日 歴史顧みぬ愚にあらがう」 

大国が世界で惨禍を引き起こす中、終戦の日が巡ってきた。 



果たしていつまで「戦後」と言っていられるだろうかという時代になってきた。坂戸高

校は創立 56 年。したがって戦争に協力した歴史はない。戦前からの伝統校には戦争協力し

た過去がある。かつて旧制中学には配属将校がいた。男子教育の学校には軍人が配置され

て、軍事教練などを行っていた。県内のある伝統校に、校庭で全校集会を行っている様子

を描いた絵が残っている。そこに描かれていた配属将校の姿が戦後のある時期に消された。

それが今、「描かれた将校が消されている」という注釈つきで展示されている。「都合の悪

い歴史だとしても、なかったことにしてはいけない」という意思の表れだろうと私は解釈

する。 

ある時期の日本において、学校で教員が、ましてや校長が「戦争ではなく平和を」など

と口にできない時代があった。そんな時代が再び来ないように、坂戸高校はこれからも戦

争協力をしたことがない学校であり続けられるようにと願い、今この話をしている。若い

皆さんに関心を持ってほしいと思って話をしている。 

 

４ 国際理解教育の意義 

坂戸高校には外国語科が設置されていて、国際理解教育に力を入れている。国際理解教

育の究極の目的は、たとえ利害の対立があったとしても、平和と秩序保った中で折り合い

をつけていこう、対立を超えて共存していこう、その理念で人と人、国と国がつながって

いこう、というところにあると思う。 

だが、日々のニュースを見るにつけ、平和と秩序の範囲内で折り合いをつけようとせず、

力ずくで要求を通そうとして、そのことを隠そうともしない動きが幅を利かせる時代にな

ってしまったと感じる。 

昨年度３学期始業式で引用した言葉にもう一度触れる。ICC 国際刑事裁判所 所長 赤根

智子さんが 2025 年 12 月に行ったスピーチの中で述べた言葉だ。 

Indifference will lead to a world in which might makes right. 

Indifference は無関心。ここでの might は名詞で「力」という意味。無関心は might makes 

right すなわち「力は正義」という世界に行き着いてしまう、という意味の言葉だ。その赤

根さんは、つい先日、アメリカ政府から制裁対象とされた。その報道を耳にした人も多い

だろう。赤根さんのこの言葉を皆さんはどう受け止めるか。 

 関心を持ってほしい。図書館には新聞各紙も保管されている。先ほどさわりだけ紹介し

た社説の全文を読み比べるといい。終戦の日や憲法記念日のような特別な日には、総合紙

は必ずその日をテーマとして社説を掲載するものだ。同じテーマで違った切り口から論じ

られる社説を読み比べ、多面的に考えるといい。そうして自分の考えを育んでいってほし

い。 

 今はまだ、こういう話ができる時代だ。 


